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【緒言】個人被爆線量計の一種であるガラス線量計には，ラジオフォトルミネッセンス(RPL)

現象が利用されているが，当該線量計素子である銀添加リン酸塩ガラスにおける RPL中心形成機

構には未解明な点が多く存在している．我々はこれまでに，銀添加 Na–Al リン酸塩ガラス

(Na–Al/Ag)の RPL中心の形成開始温度と活性化エネルギーの測定結果から，電子移動過程が単純

な熱活性化過程ではないことを見出した． 

本研究では，母材を構成するアルカリ金属の違いによる RPL中心形成開始温度と活性化エネル

ギーの変化を調べ，RPL中心形成におけるアルカリ金属の役割を探究した．その足掛かりとして，

RPL能が報告されている銀添加 Na–Kリン酸塩ガラス(Na–K/Ag)[1]と，（Alの影響を調べるための）

銀添加 Al–Kリン酸塩ガラス(Al–K/Ag)を作製し，これらの試料に極低温で X 線を照射した後，加

熱しながら 25–300 Kの温度範囲で RPLスペクトルを測定した． 

【実験】NaPO3，(KPO3)n，AgCl粉末を混合し，電気炉にて 900℃まで加熱した後，銅板上（300℃）

で急冷して Na–K/Ag 試料を作製した．また，Al(PO3)3粉末を用い，同様にして Al–K/Ag試料を作

製した．この時，銀濃度を仕込み量で 0.1 mol%とした．作製した試料に約 10 Kで X線照射した

後，25 Kから 300 Kまで 25 K刻みで加熱しながら各温度で励起波長 339 nmにおける蛍光スペク

トル測定を行った． 

【結果と考察】Fig. 1.と Fig. 2.に Na–K/Ag と Al–K/Ag の RPL スペクトルをそれぞれ示す．

Na–K/Ag では，ピークは短波長側(450–550 nm)でのみ観測され，その強度は 25 Kでの値から温度

上昇とともに低下し続けた．一方，Al–K/Ag では，短波長側と長波長側(600–700 nm)でピークが観

測された．短波長側ピーク強度の温度上昇に伴う変化は，25–125 Kでは増大，150 K以上では低

下であった．また，長波長側ピークの強度は温度上昇に伴って単調に増大した．これらの結果か

ら，ガラスを構成するアルカリ金属の違いにより，RPL スペクトルの温度依存性が異なることが

わかった． 
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Fig. 1. 異なる温度での RPLスペクトル       Fig. 2. 異なる温度での RPLスペクトル 

Na–K/Ag                    Al–K/Ag 
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